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１ 

鶴
市
町 

 
町
名
の
由
来
は
、
こ
の
地
が
も
と
香
東
川
の
古
い
川
筋
と
本
津
川
の
下
流
で
あ
っ
た
沖
積
層
の

沼
地
で
あ
っ
た
た
め
、
鶴
が
群
が
っ
て
飛
ん
で
き
て
市
を
な
し
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
説
で
は
、
こ
の
地
は
古
い
時
代
に
柿
の
名
産
地
で
あ
り
、
柿
ノ
木
と
い
う
地
名
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
柿
ノ
実
「
つ
る
」
を
売
っ
て
い
る
市
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
つ
る
」
を
「
鶴
」
と

当
て
字
に
し
て
地
名
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

２ 

御
殿
浄
水
場 

 

御
殿
浄
水
場
は
、
市
の
西
部
に
位
置
し
、
水
道
創
設
時
か
ら
の
緩
速

ろ
過
法
に
よ
る
処
理
と
高
度
浄
水
処
理
法
で
あ
る
生
物
接
触
ろ
過
法
、

及
び
急
速
ろ
過
法
に
よ
り
処
理
す
る
浄
水
場
で
す
。 

水
源
は
、
香
東
川
伏
流
水
、
本
津
川
表
流
水
と
こ
れ
ら
の
水
源
を
調

整
池
と
し
て
利
用
し
て
い
る
総
貯
水
量
五
十
二
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル

の
御
殿
貯
水
池
で
す
。 

高
松
市
の
上
水
道
の
起
源
は
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
に
ま
で
遡

り
ま
す
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
入
封
（
に
ゅ
う
ほ
う
）
し
た

御殿浄水場 管理棟 



 

 

高
松
藩
初
代
藩
主
松
平
賴
重
公
の
命
に
よ
り
、
元
々
水
が
少
な
い
城
下
町
に
お
い
て
飲
料
水
を
確

保
す
る
た
め
、
地
中
に
木
樋
、
竹
樋
、
土
管
及
び
木
製
の
桝
を
埋
設
し
、
亀
井
の
霊
泉
（
新
井
戸
）

の
湧
水
を
辻
井
戸
、
内
井
戸
へ
と
導
水
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
掛
り
年
寄
や

水
掛
り
組
頭
ら
に
よ
る
管
理
運
営
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
藩
政
時
代
の
高
松
の
水
道
は
日
常
的
に
組

織
的
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
高
松
市
と
し
て
の
市
政
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
水
道
条
例

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
令
に
よ
る
浄
水
道
の
管
理
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
松
市
誕
生
以
降
も
藩
政
時
代
の
水
道
施
設
が
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
市
民
の
飲
料
水

は
衛
生
な
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
都
市
の
将
来
的
な
発
展
を
憂
慮
し
、
近
代
的
な
上
水

道
の
創
設
を
求
め
る
機
運
が
生
ま
れ
始
め
た
の
で
す
。 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
内
務
大
臣
か
ら
施
工
認
可
を
受
け
、
香
東
川
の
伏
流
水
を
水
源
と

す
る
上
水
道
の
敷
設
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界

大
戦
に
よ
り
、
鉄
を
は
じ
め
と
し
た
工
事
資
材
の
入
手
が
困
難
と
な
り
工
事
の
完
了
に
遅
れ
が
生

じ
た
も
の
の
、
同
十
年
に
、
全
国
で
四
十
番
目
の
近
代
水
道
と
し
て
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。 

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
、
現
在
の
管
理
棟
が
完
成
し
、
そ
れ
ま
で
事
務
室
、
ポ
ン
プ

室
、
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
施
設
は
、
水
文
化
の
啓
蒙
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、
翌
年
に



 

 

現
在
の
高
松
市
水
道
資
料
館
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

３ 

高
松
市
水
道
資
料
館 

 

高
松
市
水
道
資
料
館
は
、
擬
洋
風
建
築
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
建
築
様

式
を
も
ち
、
高
松
市
最
初
の
近
代
水
道
が
誕
生
し
た
大
正
時
代
中
期
の
面

影
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
建
造
物
群
で
す
。
そ
の
瀟
洒
（
し
ょ
う
し
ゃ
）

な
佇
ま
い
か
ら
、
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
国
の
登

録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
ほ
か
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
は
、
当

時
の
厚
生
省
の
近
代
水
道
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

  

★
国
登
録
有
形
文
化
財 

 

・
平
成
九
年 

 
 

歴
史
館
（
旧
ポ
ン
プ
室
）
、
Ｐ
Ｒ
館
（
旧
事
務
室
） 

 

・
平
成
二
十
八
年 

資
料
保
管
庫
（
旧
倉
庫
）
、
集
水
埋
渠
東
方
人
孔
、 

北
門
門
柱
、
擁
壁 

 

ＰＲ館（旧事務室） 



 

 

 
◎
歴
史
館
（
旧
ポ
ン
プ
室
） 

 

歴
史
館
（
旧
ポ
ン
プ
室
）
は
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
ま
で
、
香
東
川
か
ら
取
り
込
ん

だ
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
の
ポ
ン
プ
（
低
揚
ポ
ン
プ
）
と
、
旧
御
殿
水
源
地
で
作
っ
た
水
道
水
を

西
方
寺
配
水
池
に
送
る
た
め
の
ポ
ン
プ
（
高
揚
ポ
ン
プ
）
を
設
置
し
た
、
ポ
ン
プ
場
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
物
を
支
え
る
基
礎
は
底
部
が
花
崗
岩
敷
き
、
立
ち
上
が
り
部
が
腰
壁
も
含

め
て
１
枚
半
の
厚
さ
の
レ
ン
ガ
積
み
と
な
っ
て
い
て
、
建
物
全
体
は
洋
小
屋
組
で
し
っ
か
り
と
し

た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
壁
は
横
羽
目
板
張
り
で
、
妻
側
上

部
に
は
明
か
り
取
り
の
た
め
に
半
円
形
の
高
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
室
内
で
は
、
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
土
管
や
木
桶
、
近
代
水
道
創
設
期
に
使
わ
れ

て
い
た
ポ
ン
プ
、
各
種
機
器
、
図
面
な
ど
の
展
示
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
る
高
松
市
の
水

道
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
Ｐ
Ｒ
館
（
旧
事
務
室
） 

 

Ｐ
Ｒ
館
（
旧
事
務
室
）
は
、
昭
和
六
十
一
年
ま
で
、
事
務
室
や
宿
直
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 



 

 

 

建
物
は
Ｌ
字
型
に
な
っ
て
い
て
、
建
物
南
東
の
出
隅
部
に
玄
関
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
建
物
を
支
え
る
基
礎
は
底
部
が
花
崗
岩
敷
き
、
立
ち
上
が
り
部
が
出
隅
を
石
で
補
強
し
た
レ
ン

ガ
積
み
（
イ
ギ
リ
ス
積
み
）
の
洋
式
基
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
壁
は
横
羽
目
板
張
り
の

大
壁
づ
く
り
で
、
腰
壁
は
堅
羽
目
板
張
り
で
で
き
て
い
ま
す
。 

 

玄
関
の
ド
ア
上
部
に
は
明
か
り
取
り
の
欄
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
玄
関
部
の
破
風
は
美

し
い
ア
ー
チ
状
に
な
っ
て
い
て
、
和
洋
折
衷
の
大
正
時
代
の
建
築
様
式
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
資
料
保
管
庫
（
旧
倉
庫
） 

 

資
料
保
管
庫
（
旧
倉
庫
）
は
、
昭
和
六
十
一
年
ま
で
、
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

建
物
を
支
え
る
基
礎
は
花
崗
岩
敷
き
で
、
そ
の
上
に
柱
を
立
て
る
「
礎
石
建
て
」
と
い
う
方
法

で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
全
体
は
洋
小
屋
組
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
天
井
を
高
く
し
て
内
部

空
間
を
広
く
取
る
、
倉
庫
建
築
ら
し
い
簡
素
な
建
築
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
壁
は
２
重
木

舞
を
下
地
と
し
た
土
壁
の
真
壁
造
で
、
外
装
は
歴
史
館
（
旧
ポ
ン
プ
室
）
や
Ｐ
Ｒ
館
（
旧
事
務
室
）

と
同
じ
横
板
張
り
で
す
が
、
腰
壁
を
設
け
な
い
す
っ
き
り
し
た
意
匠
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

建
物
の
内
部
は
南
北
二
室
に
分
か
れ
て
い
て
、
鉄
格
子
付
き
の
高
窓
が
南
室
の
東
西
両
面
に
各

二
箇
所
、
ま
た
、
北
室
の
西
面
と
北
面
に
各
一
箇
所
、
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 



 

 

 
◎
集
水
埋
渠
東
方
人
孔
（
し
ゅ
う
す
い
ま
い
き
ょ
と
う
ほ
う
じ
ん
こ
う
） 

 

集
水
埋
渠
東
方
人
孔
は
、
建
設
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
香
東
川
の
伏
流
水
を
取
り
込

む
た
め
の
施
設
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 

旧
御
殿
水
源
地
西
側
を
流
れ
る
香
東
川
の
右
岸
に
、
川
を
横
断
す
る
よ
う
に
設
置
し
た
暗
渠
を

点
検
す
る
た
め
の
人
孔
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
川
の
伏
流
水
を
利
用
し

た
水
源
地
施
設
と
し
て
は
国
内
最
初
期
の
も
の
で
す
。 

 

レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
た
構
造
で
、
内
部
は
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
も
の
深
さ
が
あ
り
、
天
端
に
は

花
崗
岩
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
の
増
水
時
に
水
圧
や
流
木
等
で
破
損
す
る
こ
と
が
無
い

よ
う
、
川
と
ほ
ぼ
平
行
に
建
設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
両
端
が
水
切
り
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
北
門
門
柱 

 

北
門
門
柱
は
、
旧
御
殿
水
源
地
北
側
（
現
駐
車
場
）
に
あ
っ
た
職
員
官
舎
へ
通
じ
る
通
用
口
の

門
柱
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

間
口
三
・
三
メ
ー
ト
ル
で
建
て
ら
れ
た
花
崗
岩
製
の
門
柱
と
、
土
塁
の
土
留
用
石
垣
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
柱
は
笠
石
、
柱
頭
部
、
柱
身
部
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
笠
石
の
上



 

 

面
は
扁
平
な
四
角
錐
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
現
在
は
門
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
御
殿
水
源
地
竣
工
当
時
の
古
写
真
に
は
門
扉
が
写

っ
て
お
ら
ず
、
当
時
は
門
柱
だ
け
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◎
擁
壁 

 

擁
壁
は
、
旧
御
殿
水
源
地
敷
地
の
造
成
に
伴
い
、
敷
地
の
北
面
と
東
面
を
区
画
す
る
た
め
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
花
崗
岩
の
割
石
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
隅
角
部
を
設
け
な
い
よ
う
、
敷
地
に

隣
接
す
る
水
路
に
沿
っ
て
湾
曲
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

建
設
か
ら
約
百
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
ハ
ラ
ミ
等
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
良
好
な
状
態
を
保

っ
て
い
ま
す
。 

 

４ 

西
方
寺
配
水
池
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ 

 

高
松
市
上
下
水
道
局
西
方
寺
配
水
池
に
群
生
す
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
配
水
池
建
設
当
時
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
、
樹
木
医
の
所
見
も
樹
齢
九
十
年
以
上
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
八
株
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
雄
大
な
自
然
樹
形
が
保
た
れ
て
お
り
、
内

一
株
は
臥
龍
（
が
り
ゅ
う
）
様
に
生
育
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
全
国
的



 

 

に
貴
重
な
存
在
で
す
。 

 
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
明
治
の
初
め
に
新
し
い
品
種
と
し
て
見
出
さ
れ
、

全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
が
、
近
年
全
国
的
に
テ
ン
グ
ス
病
が
広
が
っ

て
い
る
た
め
、
新
た
な
植
樹
に
は
他
の
品
種
に
変
え
る
場
合
が
多
く

な
り
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
減
少
す
る
中
、
テ
ン
グ
ス
病
の
感
染
も
見
ら

れ
ず
、
良
好
に
生
育
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
寿
命
が
五
十
～
六
十

年
と
さ
れ
る
中
、
樹
齢
九
十
年
を
過
ぎ
た
現
在
も
生
育
が
良
好
で
あ

り
、
学
術
上
も
価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
地
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
健
全
に
育
っ
て
い
る
理
由
は
、 

 

①
後
背
地
が
山
林
で
あ
り
、
山
林
に
降
っ
た
雨
が
徐
々
に
染
み
出
し
、
桜
に
水
分
が
供
給
さ
れ

た
こ
と
。 

 

②
配
水
池
で
あ
る
た
め
立
入
禁
止
区
域
と
な
り
、
踏
圧
に
よ
る
土
の
硬
化
が
防
げ
た
こ
と
。 

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

高
松
市
教
育
委
員
会
で
は
、
一
層
の
保
護
を
図
る
べ
く
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
に
高
松
市
天

然
記
念
物
と
し
て
文
化
財
指
定
し
ま
し
た
。 

 



 

 

 

５ 

旅
順
模
擬
要
塞
跡 

 

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
で
、

四
国
の
第
十
一
師
団
（
善
通
寺
）
は
、
乃
木
希
典
大
将
を
司
令

官
と
す
る
第
三
軍
の
一
翼
と
し
て
旅
順
を
攻
略
し
ま
し
た
。
そ

の
正
面
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、
堅
固
無
比
、
難
攻
不
落
と

言
わ
れ
た
ロ
シ
ア
の
近
代
要
塞
で
し
た
。
第
十
一
師
団
は
多
大

な
犠
牲
（
四
千
七
十
二
名
の
戦
死
者
、
一
万
二
百
五
十
九
名
の

戦
傷
者
）
を
払
い
な
が
ら
も
、
百
五
十
五
日
の
攻
略
戦
の
末
、

遂
に
こ
の
要
塞
を
陥
落
さ
せ
ま
し
た
。 

 

高
松
市
の
実
業
家
で
あ
っ
た
牛
窪
求
馬
翁
は
、
日
露
戦
争
を

忘
れ
な
い
た
め
、
旅
順
要
塞
の
模
擬
要
塞
を
造
り
、
日
本
軍
の

み
な
ら
ず
、
犠
牲
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
軍
の
兵
士
を
も
追
悼
し
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。 

  



 

 

《
参
考
文
献
等
》 

角
川
書
店
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
３
７
香
川
県
』 

昭
和
六
十
年 

高
松
市
『
高
松
地
名
史
話
』
昭
和
三
十
六
年 

 

高
松
市
水
道
局
『
高
松
市
水
道
史
』
平
成
二
年 

 

高
松
市
『
登
録
有
形
文
化
財 

高
松
市
水
道
資
料
館
歴
史
館
（
旧
ポ
ン
プ
室
）
及
び
Ｐ
Ｒ
館
（
旧
事
務

室
）
保
存
活
用
計
画
』
平
成
二
十
七
年 

 

高
松
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
っ
と
高
松
」 
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ことでんバス 

「郷東橋」 

〔帰〕 

郷東橋 12：14発 

高松駅 12：34着 

高松市水道資料館 

ことでんバス 

「西方寺下」〔帰〕 

西方寺下12：16 発 

高松駅  12：34着 
 

御殿浄水場 

ＪＲ香西駅 

平成２９年４月９日（日） 

ふるさと探訪「西方寺山の桜と御殿浄水場をめぐる」 

探訪ルート 

西方寺配水池の 

ソメイヨシノ 

西方寺 

ことでんバス 

「郷東橋」 

〔帰〕 

郷東橋 12：14発 

高松駅 12：34着 

ことでんバス 

「西方寺下」〔帰〕 

西方寺下12：16 発 

高松駅  12：34着 
 

西方寺 

西方寺配水池の 

ソメイヨシノ 

高松市水道資料館 

御殿浄水場 

ＪＲ香西駅 

平成２９年４月９日（日） 

ふるさと探訪「西方寺山の桜と御殿浄水場をめぐる」 

探訪ルート 



 

 

４月９日（日）復路 

◆ことでんバス 下笠居線、香西線 

 （郷東橋）    （西方寺下）     （高松）     

１２：１４発 → １２：１６ 発  → １２：３４ 着              

  

 

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ  綾歌の古墳を巡る（予定） 

 と  き  平成２９年５月２８日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  未定 

講   師  丸亀市職員 

参 加 費  無料 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」５月１５日号に開催案内を掲載しま

すので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始 

時間まで」）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

  
 



 

 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


